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１．目的 

改良くくり罠 WILD BEAR では、先端シャックルを 52 ㎜から 35 ㎜へ軽量化し

た。軽量化による作動性能への影響を確認するため、従来型との比較試験を実施

した。 

 

２．試験方法 

試験状況 

・ スマートフォン Google Pixel 3a（240fps）1/8 スローモーション撮影 

・ Avidemux 解析画面 

・ A 地点：錘（薪）が落下して踏板を踏む直前の地点 

・ B 地点：くくりワイヤーが錘（薪）を括り終えた地点   

    

 
（Avidemux 解析画面） 

 

従来型 17 回、軽量型 19 回実施 

同じ高さから、同じ重さの錘（薪）を 17 回～19 回落下させ、固定したスマー

トフォン（スローモーション撮影）により撮影を行った。撮影状況は、動画解析

ソフト“Avidemux”により詳しく解析することで、錘が落下して踏板を踏み始める

直前からワイヤーが錘（薪）を括るまでの時間を計測した。 

 

試験条件 

・ 同一バネ及びワイヤー：弊社が導入しているくくりワイヤー（新品）を全て



のテストに使用 

・ 同一踏板：笠松式踏板（改良型）を全てのテストに使用 

・ 同一高さ：錘（薪）を落とす高さは約 60 ㎝ 

・ 同一スマートフォン・同一撮影条件（240fps） 

 

３．試験結果 

【改良内容】 

 
左：従来型 52 ㎜ / 右：軽量型 35 ㎜ 

 

従来型と軽量型の重量の比較 

項目 従来型 軽量型 

シャックルサイズ 
52 ㎜ 35 ㎜ 

重量 
45g 10g 

軽量化率 
 約 78％軽量化 

 



  
従来型のシャックル：45g 

 

  
軽量型のシャックル：10g 

 

 

 



【比較試験】 

1 回ごとの測定結果 

 
青色マーカー：各最短作動時間 / オレンジマーカー：各最⾧作動時間 

 

試験結果（52mm を 17 回、35 ㎜を 19 回）を以下のグラフにプロットした 

 



 
軽量型（35 ㎜）と従来型（52 ㎜）のシャックルによる作動時間の比較 

 

同一条件下において、従来型（17 回）と軽量型（19 回）の作動時間を比較した。その結

果、軽量型の平均作動時間は 0.04750 秒となり、従来型の 0.05425 秒と比較して約 12.4％

短縮された。また、最⾧作動時間も 0.06250 秒から 0.05410 秒へ短縮された。 

 

４．考察 

本試験では、35 ㎜軽量シャックルを採用した軽量型において、従来型と比較し

て平均作動時間が約 12.4％短縮され、ワイヤーの作動性向上が確認された。 
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0.0440000 0.0460000 0.0480000 0.0500000 0.0520000 0.0540000 0.0560000

従来型（52mm）

軽量型（35mm）

作動時間（秒）

約12.4％短縮



５．今後 

今後は、実際の捕獲現場において、捕獲率や空はじきの発生状況を調査し、さら

なる性能向上を目指します。 

 

 

 
左：従来型（52 ㎜シャックル、45g） / 右：軽量型（35 ㎜シャックル、10g） 

約 78％軽量化！ 


